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選んだ理由  （50点） 

例１）  １㎡あたり kgの肥料をまく時に、肥料をまく花だんの面積は  ㎡だか

ら、１㎡あたりにまく量×花だんの面積で必要な肥料の量が求められる。そ

こで、式は  ×  になる。（  kgが  ㎡分）  

 

  

 

 

 

 

 

 

この文章問題を解く式は、次のうちどれでしょう。１つ選んで○をつけ、その式

を選んだ理由を、図や式、ことばなどを使ってかきましょう。 

 

① ( )  ×     ② ( )    ÷    ③ (○)  × 
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㎡の花だんに肥料をまきます。１㎡あたり  ㎏の肥料を 

まくとすると、何㎏の肥料が必要ですか。 
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例２）                      数直線を書くと、左のように 

                       なり、□＝  × 

              だとわかる。 

 
 

解説 
例１は、「１㎡あたり」という５年生で学習した単位量あたりの大きさの考え方を

使って説明しています。例２は、数直線を使って考えるやり方ですね。数直線図が

かけるようになると、何算をすればいいのかも分かりやすくなるので、使えるよう

になるといいですよ。図と言葉をセットで説明したり、他の式が間違っている理由

を書いたりしていた人は、プラス点です。今回の数学者は古代
こ だ い

ギリシャのユークリ

ッドです。「幾何学
き か が く

の父」と言われていて、図形のことについて研究をした人です。 
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